
  

  
養
育
院
で
昭
和
天
皇
を
お
迎
え
す
る 

 

現
在
の
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
の
二
階

に
は
、「
養
育
院
・
渋
沢
記
念
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
ま

す
。
私
は
一
枚
の
写
真
に
注
目
し
ま
し
た
。
そ
れ
は

戦
後
す
ぐ
に
行
わ
れ
た
昭
和
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の

養
育
院
へ
の
行
幸
の
写
真
で
す
。
母
と
私
は
、
写
真

に
は
写
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
に
い
ま
し
た
。

 

 

私
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
小
学
校
低
学
年
の
時
、
母

に
連
れ
ら
れ
て
と
近
所
の
お
ば
さ
ん
た
ち
と
養
育
院

を
訪
問
さ
れ
る
天
皇
陛
下
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
そ

の
日
は
い
つ
か
を
知
り
た
く
て
い
ろ
い
ろ
努
力
し
ま

し
た
。
国
営
昭
和
記
念
公
園
に
あ
る
昭
和
天
皇
記
念

館
に
も
行
き
調
べ
ま
し
た
。
戦
後
の
全
国
巡
幸
の
事

は
分
か
り
ま
し
た
が
、
養
育
院
へ
の
行
幸
は
判
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
昭
和
天
皇
実
録
」
が
完

成
し
て
一
般
公
開
し
て
い
る
と
の
記
事
が
新
聞
に
報

じ
ら
れ
ま
し
た
。
一
般
公
開
は
皇
居
東
御
苑
の
あ

る
宮
内
庁
書
陵
部
庁
舎
で
行
わ
れ
て
い
る
と
聞

き
、
早
速
出
か
け
ま
し
た
。（
平
成
二
六
年
十
月
九

日
） 

 

一
時
間
位
待
っ
て
、
私
の
番
に
な
り
ま
し
た
。

閲
覧
室
に
入
る
と
、
長
い
テ
ー
ブ
ル
に
「
昭
和
天

皇
実
録
」
全
六
一
巻
が
備
え
て
あ
り
、
閲
覧
者
は

二
名
で
し
た
。
そ
ん
な
セ
ッ
ト
が
四
つ
、
計
八
八

名
が
一
時
に
閲
覧
出
来
ま
し
た
。
閲
覧
時
間
は
四

十
分
で
し
た
。
私
の
目
的
は
、
昭
和
天
皇
の
養 

 
 

 
 育

院
へ
の
行
幸
の
日
と
内
容
を
知
る
こ
と
で
す
。
簡

単
に
分
か
り
ま
し
た
。
コ
ピ
ー
や
写
真
禁
止
で
す
か

ら
、
書
き
写
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
四
年
三
月
一
日
（
火
）
東
京
都
内
社
会
事

業
施
設
の
御
視
察
の
為
、
午
前
九
時
四
十
分
皇
后
を

と
も
に
御
出
門
に
な
り
、
初
め
に
板
橋
区
の
東
京
都

養
育
院
を
御
訪
問
に
な
る
。
院
長
事
務
取
扱
い
磯
村

英
一
（
東
京
都
民
生
局
長
）
よ
り
東
京
軍
政
部
福
祉

課
長
キ
ャ
ロ
ー
の
紹
介
を
受
け
ら
れ
、
キ
ャ
ロ
ー
に

御
握
手
と
お
言
葉
を
賜
う
。
○
殿
に
お
い
て
磯
村
院
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増
す
る
児
童
に
教
室
が
足
り
ず
に
私
の
在
学

中
に
も
板
九
小
、
板
十
小
、
大
山
小
が
造
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 
 

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
も
数
人
の
侍
従
を
連
れ

ら
れ
て
、
私
た
ち
の
目
の
前
を
通
ら
れ
ま
し

た
。
今
ほ
ど
厳
重
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
。
ほ
ん

の
一
メ
ー
ト
ル
先
を
、
中
折
れ
帽
を
手
に
し
て

両
側
に
挨
拶
さ
れ
て
通
ら
れ
ま
し
た
。
迎
え
る

人
も
そ
う
多
く
は
な
く
、
母
は
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
の
お
姿
を
見
ら
れ
て
、
大
変
感
激
し
て
い

ま
し
た
。
ど
う
し
て
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
行

幸
を
母
た
ち
が
知
っ
て
い
た
の
か
は
謎
で
す

が
、
食
糧
の
配
給
な
ど
の
隣
組
が
あ
っ
て
、
回

覧
板
が
回
っ
て
知
っ
た
と
考
え
ま
す
。 

 
 

長
事
務
取
扱
い
の
奏
上
を
お
聞
き
に
な
る
。
終

わ
っ
て
高
齢
者
収
容
施
設
で
あ
る
、
明
々
寮
及

び
炭
団
工
場
を
御
視
察
に
な
り
、
お
言
葉
を
賜

う
。
つ
い
で
豊
島
区
の
東
京
都
中
央
児
童
相
談

所
に
向
か
わ
れ
る
。 

（
文
中
の
○
は
急
い
で
メ
モ
し
た
為
、
判
読
で

き
ず
。
） 

 

私
が
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
月
日
が
、
昭

和
二
四
年
三
月
一
日
（
火
）
と
判
明
し
た
。
皇

居
を
九
時
四
十
分
に
お
車
で
出
発
さ
れ
た
天
皇

皇
后
両
陛
下
の
養
育
院
到
着
は
正
午
前
と
思
わ

れ
る
。
平
日
の
昼
間
に
板
六
小
三
年
生
の
私
が

ど
う
し
て
養
育
院
に
い
た
の
か
、
不
思
議
に
思

い
ま
す
が
、
そ
の
頃
は
二
部
授
業
で
し
た
。
急

昭
和
天
皇
は
明
治
三
四
年
（1

9
0
1

）
四
月

二
九
日
生
ま
れ
、
母
は
明
治
三
四
年
三
月
二
三

日
生
ま
れ
で
す
。
こ
の
時
は
四
八
歳
で
し
た
。 

戦後、戦災孤児や海外からの引揚者も受け入れ、昭和 21 年度末の在籍者は 2,272 人に上っている。当時、GHQ の占領政策で、

ララ物質による援助が行われた。アメリカの福祉施設慰問団も度々が訪れている写真が残されている。 

戦後、昭和天皇は全国を行脚したが、昭和 24 年 3 月 1 日には、板橋の養育院にも行幸された。利用者、従業職員にも親しくお

言葉をかけられた模様は、養育院月報に記載されている。当日、安井都知事、磯村民生局長、GHQ 軍政部厚生福祉課長のキャロー

女子らが、案内している。久保田氏の手記には板橋を訪れた昭和天皇の様子が書かれている。養育院を板橋の現地に再建するか否

か、板橋区の行政当局と激しい論争が行われ、膠着状態に陥っていた。しかし、行幸の翌月、キャロー女史の鶴の一声で、再建に

関する養育院と板橋区の論争は決着し、敷地の一部を区の学校や公園、文化施設に提供し、養育院の板橋再建が決まった。当時の

福祉施設を巡る占領政策を含めての政治状況が興味深い。 

（センター顧問医 稲松孝思） 


